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第68号

足立区民生・児童委員協議会だより題字

　　　　　　　　５年ぶりに「古巣」福祉部へ戻ってま
　　　　　　　いりました。ケースワーカー時代や課長
として高齢福祉や親子支援業務に携わる中で、常に民
生・児童委員の皆様から多くの支えをいただき、心から御
礼を申し上げます。
　「古巣」を離れていた間、区の基本計画策定を担い、
その中で「区民のウェルビーイングを高める」ことを新たな
区の方針として掲げました。ウェルビーイングは、「区民の
幸福感が満たされ、よりよく生きる社会が実現した状態」
です。幸福やよりよい社会には、人とのつながりが不可欠、
つまり、隣人愛です。民生・児童委員の皆様が隣人愛をも
って、地域住民の幸福を一層高められる活動を、私たち
行政も一体となって進めてまいる所存です。
　今後とも温かいご指導、お願い申し上げます。
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にしじま　ひかり

人とのつながりを大切に
福祉部長　伊東 貴志

　　　　　　　　４月１日付の人事異動で、福祉管理課
　　　　　　　長に着任いたしました。
　福祉事務所のケースワーカーや課長として、民生・児
童委員の皆様に様々な励ましやご指導をいただいたこと
が、昨日のことのように思い出されます。
　縁あって、また一緒に仕事ができることを大変うれしく、
また、歴史や伝統、実績のある足立区民生・児童委員協
議会に関われることを誇りに思っています。区民の方々が
安心して暮らせる地域づくりのため、皆様と連携を深め、
課題解決に取り組んでまいりたいと存じます。あわせて、
皆様が少しでも活動しやすい環境を整備するよう、事務
局として全力でサポートしてまいります。
　今後とも、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたし
ます。
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中学生俳句コーナー
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「ポイズンシティ」

大谷田小　５年　舘野　海音　作

「自分だけのアトリエ」

長門小　４年　酒井　緒美 作

　準備は日時を決め、住区センターに出品商
品を持ち寄ることから始めました。「最近は
カタログギフトが増え、出品できるものが少
ない」との声もありましたが、定刻には品物
が続々と集まり、ワイワイ楽しみながら種類
分けや値札つけをしました。価格の決定には
厳しい主婦の目線が光り、作業は30分程度で
完了しました。
　当日、私たち３地区は100円商品の担当。
売れ残らないよう「３つで100円」などお得感
をアピールする必死モードの作戦で、来場者
の視線を集めました。楽しくもあり、ドキド
キもあり、達成感いっぱいの一日でした。　
　　　　　　　　 （３地区 小澤喜美子 記）

ドキドキ、達成感いっぱいの１日

興本扇学園　足立区立扇中学校
＊興本扇学園は小中一貫校。八年生は中学二年生。

　今年はいつも以上に品物が集まり、打ち合わせでは

作る予定がなかった700円コーナーを設置。販売を担

当できる民生・児童委員がいなかったため、高野前中

部第一福祉課長、飯塚西部福祉課長が助っ人で参加。

なんと700円コーナーの品物を完売してくださいまし

た。市村協議会会長や坂田実行委員長をはじめ、当日

参加した民生・児童委員や、福祉部の職員の方々は、

朝から長時間にわたって、準備・販売・後片付けに尽力

されていました。

　また、出口付近においた募金箱には、多くの寄付を

いただきました。なかにはわざわざ他の展示ブースか

ら戻ってきて募金される方も。心温まる皆さんの行動

を目の当たりにして、感動の一日を過ごすことができ

ました。  　　　　　　 　　 (15地区 向山義一 記)

たくさんの善意に感動

（足立区役所本庁舎にて/３月１日）
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おおにぎわいのバザーで協力
こころの健康フェスティバル

収益494,854円は
精神保健福祉事業に

小学生絵画コーナー
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「四 季」

東渕江小　５年　嶋田　暁　作

　主任児童委員を拝命し、３期９年目を迎えました。
最初は何もわからない中、区の担当者からひとり親家
庭の中学生、高校生が家庭の事情で夜ひとりになって
しまう数か月の間、夕方や休日に訪問し、または電話
をかけてほしいとの依頼がありました。
　週に一度約束の時間に訪問し、無事を確認して区の
担当者に報告しました。そんな案件をこなしながら各
学校と関わるうち、登校渋りや不登校状態にある児童
や生徒を支援する「登校サポーター」になりました。
登校のお迎えを続けて３年、今は別室登校の支援をさ
せていただいています。
　それまで知らなかった複雑な家庭事情や困りごと等
に触れる機会もあり、大変なときもあります。しかし
主任児童委員としての自覚や誇りを持って、困りごと
のある方に寄り添い見守る活動を続けていきたいと思
います。　　　　　　　 　(14地区 新妻千賀子 記)

　外国にルーツを持つ子どもたちに関わることが増え
てきました。親子とも言葉の壁があるうえ、ひとり親
家庭・貧困・虐待と、複雑で深刻な悩みを抱えている
ことが多いようです。日本人の夫に先立たれた東南ア
ジア出身の母親が、３つの仕事を掛け持ち。小学生の
子どもが夜間ひとりという家庭も。訪問で関わってい
た女子中学生が、母親からの暴力に耐えかねて、家出
して我が家を訪ねてきたこともありました。
　主任児童委員になって20年。子どもには安心・安
全な居場所が必要だとつくづく思います。つらいとき
に帰ってホッとくつろげる場は、子どもにとって成長
の土台となるものですが、今の社会にはそれが欠けて
いるように感じます。私たちの役目は見守りが必要な
子どもたちとその親に寄り添いながら、より良い支援
につなぐこと。この子たちが成人するまで、見守り続
けたいと思います。　　　 　(３地区 宮﨑保子 談)

　相談内容や支援で起こる問題は似ていても、それぞ
れの解決策はすべて同じとは限りません。どんなとき
も相談者の気持ちに寄り添い、親身になって状況を詳
しく聞き取り、たとえそれが自分の思う常識とかけ離
れていたとしても、相談者と同じ目線で考えるように
しています。そして事実をきちんと把握し、正確に行
政につなぐパイプ役を務めることが、私の任務だと思
っています。
　この活動には携わる方々とのチームワークが、大変
重要です。守秘義務に基づき同じ地区の委員さんや関
係機関の方々との情報共有や交換が必要になり、ふだ
んから学校行事などへの参加で、いろいろな機関の方
と顔見知りになることも有効だと思います。
　すべての案件がうまく解決するわけではありません
が、主任児童委員の活動を通じて、みなさんといろい
ろな経験をできることが私自身の日々の原動力になっ
ていると感じます。　　 　(19地区 甘利みちる 記)

シリーズ

子ども
　たちは

いま
　子どもや子育てなど、児童福祉についての支援を専門的に担当するの
が主任児童委員です。その活動からは、今の子どもたちを取り巻く状況
の一端が見えてきます。

しまだ さとる

困難抱える外国ルーツの子どもたち

ひとり親家庭の訪問からスタート

困難抱える外国ルーツの子どもたち

解決策はひとつではない

主任児童委員の声から
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●「さくら」への原稿募集中！
原稿は未発表のものに限ります。
誌面の都合上、事前に地区の広報委員
にご相談ください。
　　　過去の「さくら」はこちらから→

　足立区立渕江小学校の東側に、保木間氷川神社
があります。この神社で行った田中正造衆議院議員
の演説「保木間の誓い」が記録に残っています。
　1898（明治31）年、渡良瀬川の洪水で足尾銅山の
鉱毒被害が激化したため、足尾鉱毒被害民は９月に
上京し政府に３回目の押出し（請願行動）を起こし
ます。上京途中に憲兵や騎馬警官による阻止・排除
を受けた被害住民3,000人が淵江村に到着すると、
淵江村の村長坂田正介はじめ村会議員は炊き出しを
行って対応しました。ここに駆け付けた田中正造は
解決を誓う演説「保木間の誓い」を行いました。その
後の1901（明治34）年、田中は明治天皇への直訴を
決行するなど解決に努力を続けます。
　保木間氷川神社は明治５年、伊興氷川社から分離
し、保木間の「鎮守」を担います。足尾鉱毒事件から

保木間氷川神社と田中正造
鉱毒事件の解決を誓う

140年余り過ぎましたが、
今でも、公害は発生し
ています。有毒な排水、
自然破壊等に起因する
被害は、後を絶ちませ
ん。地域の「鎮守」は、いまもこれからも時代の流れ
を守っています。　　　（江北地区 木村克博 記）

参考文献　「公害の原点を後世に」広瀬 武 著（随想舎）、「渕
　　　　　江地区　足立の政治誌」足立区郷土博物館、足立
　　　　　風土記編さん委員会編ほか

　令和７年４月に事務局長に着任い
たしました。これまで福祉分野には
ほとんど関わったことがない私にと
って、社会福祉協議会での日々は学
びの積み重ねです。
　そんな私ですが、学びを重ねる中
でこんなことを感じています。それ
は、福祉ニーズが多様化・個別化し
ていく中、そうしたニーズに応えてい

くには、多様な福祉サービスの担い手がそれぞれの
得意分野で力を発揮しつつ、時にはお互いに連携・
協力しながら、総力で足立区の福祉を支え、充実さ
せていくことが大切だということです。
　もしかしたら、経験の浅い私の思い込みが混じっ
ているかもしれませんが、こうした思いを胸に課題と
向き合ってまいりたいと思います。皆様のご支援、ご
指導、よろしくお願い申し上げます。

　定例の会議や研修会の他、コロ
ナ禍明けでの活動再開に伴い復活
した会長協議会や合同での視察研
修旅行・新年会などの各種行事に
懐かしい思いで参加させていただき
ました。
　新任民生・児童委員だった方々
が、長年の活躍と献身により会長・
部会長になられている姿を拝見し、

改めて「地域に生きる事」「地域を支えていく事」を
考えさせていただきました。
　これからは、私も地元にて「地域のみなさんととも
に生き、残りの人生を過ごしていく事」を胸に生きて
いきたいと思います。
　二年の間、お支え頂きありがとうございました。今
後とも足立区社会福祉協議会をよろしくお願いいた
します。

社会福祉協議会 新旧常務理事 あいさつ

常務理事
荒井 広幸

前常務理事
久米 浩一




